
対話イベント一覧
（UTCP主催のもの以外に、UTCPのスタッフが関わったイベントも含む）

2012 年
11月 3日（土）　東京大学駒場キャンパス
　ワークショップ「哲学をすべての人に（Philosophy for Everyone）」
　　講師：豊田光世（兵庫県立大学）「コミュニティーのための哲学」
　　　　　河野哲也（立教大学）「子ども哲学と哲学対話の意義」
　　　　　土屋陽介（茨城大学）・綿内真由美（望月高校）
　　　　　　「なぜ？を共有しよう～体験！　子どもの哲学（P4C）」
　　主催：UTCP

2013 年
2月 2日（土）　東京大学駒場キャンパス
　講演＆ワークショップ「『研究』ではない哲学　カフェフィロの活動」
　　講師：松川絵里（大阪大学、カフェフィロ）
　　（講演タイトル同上）
　　主催：UTCP

3月 30日（土）　東京大学駒場キャンパス
　U-18 てつがくカフェ「震災についての対話リレー」
　　進行：本田直樹・高橋綾（大阪大学）
　　主催：大阪大学コミュニケーションデザインセンター／共催：UTCP

4月 6日（土）　東京大学駒場キャンパス
　P4E ワークショップ「『母』をめぐる哲学対話」
　　進行：松川絵里（大阪大学、カフェフィロ）
　　　　　「お母さんの哲学カフェ～グリーングラスの試み～」
　　主催：UTCP

5月 20日（月）　東京大学駒場キャンパス
　ルー・マリノフ教授 講演会「哲学プラクティスへの招待」
　　講師：ルー・マリノフ（ニューヨーク市立大学）
　　主催：UTCP・一般社団法人 学術コミュニケーション支援機構（共催）

5月 22日（水）　東京大学本郷キャンパス伊藤国際学術研究センター
　ルー・マリノフ教授 ワークショップ「ビジネスにおける哲学プラクティスの役割」
　　講師：ルー・マリノフ（ニューヨーク市立大学）
　　主催：UTCP・一般社団法人 学術コミュニケーション支援機構（共催）

6月 29日（金）　東京大学駒場キャンパス
　Hawaii P4C × UTCP　哲学教育ワークショップ
　　講師：ハワイ上廣アカデミーのメンバー（Benjamin Lurky他）、豊田光世（兵庫県立大学）
　　主催：UTCP
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7月 21日（日）　桜堤庭園テラス マンション
　さくらクラブライブラリーグループ活動
　「おしゃべり読書のススメ」～東大〈てつがく〉プロジェクト～
　　進行役：梶谷真司・清水将吾（UTCP）

7月 30日（火）・31日（水）　国立オリンピック記念青少年総合センター、東京大学駒場キャン
パス
　高校生のための哲学サマーキャンプ
　　講師：北垣宗治（同志社大学名誉教授）、林貴啓（立命館大学）、梶谷真司・星野太（UTCP）、
　　主催：上廣倫理財団／協力：UTCP

9月 22日（日）　静岡芸術劇場
　静岡 リベラルアーツカフェ（宮田舞主宰）
　シリーズ「リベカフェ×哲学カフェ」第 2 弾「環境を考える――地方 / 都市に暮らす私たち」
　　進行：梶谷真司（UTCP）、宮田舞（東京大学大学院博士課程）
　　主催：NPO静岡ラーニング・ラボ（共催：SPAC―静岡県舞台芸術センター、総合地球環境

学研究所 IS研究「地域性と広域性の連関における環境問題」（代表：梶谷真司）／協力：
静岡大学イノベーション社会連携推進機構）

10月 12日（土）　UT Cafe BERTHOLLET Rouge
　U-Talk「哲学対話を体験する！」
　　講師・進行：梶谷真司（UTCP）
　　主催：情報学環福武ホール

10月 22日（火）　文京区立誠之小学校
　小学校での哲学対話
　　進行：梶谷真司・清水将吾・小村優太・神戸和佳子・宮田舞（UTCP）

11月 2日（土）東京大学駒場キャンパス
　P4E ワークショップ「『お金』をめぐる哲学対話」
　　講師：影山知明（クルミドコーヒー、ミュージックセキュリティーズ）
　　　「お金ってなんだ？　～お金が見えると、社会が見える」
　　主催：UTCP

11月 22日（金）～24日（土）　東京大学駒場キャンパス
　こまば哲学カフェ
　　主催：P4E研究会／協力：カフェフィロ東京
　22日（金）
　　「宇宙の果てのあなた」（清水将吾）
　　「環境をめぐる哲学対話 ～都市と地方の問題から」（梶谷真司、宮田舞）
　　「結婚、どうする？　～女性のためのてつがくカフェ～《カフェフィロ in こまば》」（廣井泉、

井尻貴子）
　23日（土）
　　「親子でできる哲学対話」（西山渓、宮田舞）
　　「愛のダメ男 脱出大作戦　～身体で考える恋愛哲学～」（福士侑生、日野麻衣子、佐々木彩）
　　「『愛』を語ろう　～哲学対話で恋愛力 UP!!～」（梶谷真司）
　24日（日）
　　「かわいいね、目の前のきみ」（渡邉文、西山渓）
　　「Philosophy Games ～哲学ゲーム」（土屋陽介）
　　「中高生のホントのホント」（土屋陽介、P4E研究会）
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12月 6日（金）　岸野公民館（熊本県阿蘇郡南阿蘇村）
　「南阿蘇でエネルギーを生み出せたらいいね！」座談会
　　企画：大津愛梨（O2 Farm・NPO法人九州バイオマスフォーラム）
　　進行：梶谷真司・佐藤麻貴・小村優太・宮田舞（UTCP）
　　協力：UTCP、総合地球環境学研究所 IS研究「地域性と広域性の連関における環境問題」（代

表：梶谷真司）

12月 7日（土）　フィッシャリーナ天草（上天草市）
　「愛を語ろう in 上天草　X’mas カップリングパーティ2013」
　　進行：梶谷真司・清水将吾・神戸和佳子・佐藤麻貴・小村優太・宮田舞（UTCP）
　　主催：上天草市／共催：NPO法人 KAプロジェクトの共催
　　協力：UTCP、総合地球環境学研究所 IS研究「地域性と広域性の連関における環境問題」（代

表：梶谷真司）

12月 8日（日）　唐木田菖蒲館
　多摩市唐木田 哲学対話
　　進行：馬場智一（UTCP）／主催：多摩子ども劇場 鶴巻ブロック

12月 20日（金）　六本木ヒルズ森タワー
　「宇宙の哲学対話」
　　講演・進行：小阪淳（美術家）、片桐暁（コピーライター）、梶谷真司（UTCP）
　　主催：六本木天文クラブ／共催：天文学普及プロジェクト「天プラ」（高梨直紘）、UTCP

12月 21日（土）・22日（日）　福島復興心理・教育臨床センター
　「対話力――福島と心の復興」（22日午後のセッションで哲学対話）
　　進行・協力：梶谷真司・清水将吾・川村覚文・神戸和佳子・小村優太（UTCP）、三ツ野陽

介・角尾宣信（東京大学大学院）、伊藤憲祐（あやめ診療所）
　　主催：IHS東京大学「多文化共生 ･統合人間学」プログラム、「共生のプラクシス　市民社

会と地域という思想」プロジェクト／協力：UTCP

2014 年
1月 25日（土）・26日（日）　福島復興心理・教育臨床センター
　「対話力――福島と心の復興」（26日「心と頭をしなやかにする「哲学対話ワークショップ」）
　　進行・協力：中島隆博・清水将吾・川村覚文・小村優太・佐藤麻貴・宮田舞（UTCP）、三

ツ野陽介・角尾宣信・河合政之・幾田英夫（東京大学大学院）、伊藤澄子（Friends of Todai, 
Inc.）、伊藤憲祐（あやめ診療所）

　　主催：IHS東京大学「多文化共生 ･統合人間学」プログラム、「共生のプラクシス　市民社
会と地域という思想」プロジェクト／協力：UTCP

2月 8日（土）　東京大学駒場キャンパス
　哲学ドラマワークショップ「恋する身体～アナタとワタシが出会うとき」
　　企画・出演：福士侑生（つくば国際大学）、日野麻衣子（東京学芸大学大学院・神奈川県立

鶴見総合高校）、弓井茉那（俳優・インプロバイザー・ワークショップファシリテーター）
　　主催：UTCP

3月 29日（土）　湯島地域活動センター
　第 3 回 子育ての科学「まなびをめぐる哲学対話」
　　講師・進行：梶谷真司（UTCP）／主催：Peek Project
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5月 31日（土）　東京大学駒場キャンパス
　P4E ワークショップ「銀河哲学ガイド ～銀河鉄道でめぐる思考の天の河」
　　進行：小村優太（東京大学 PD）、稲原美苗（大阪大学）／主催：UTCP

6月 7日（土）・8日（日）　東京大学駒場キャンパス
　P4E ワークショップ「『学校』をめぐる哲学対話」
　　企画：神戸和佳子（東京大学大学院博士課程）／主催：UTCP
　　講師：中川雅道（神戸大学附属中等教育学校）、村瀬智之（東京工業高等専門学校）、綿内真

由美（長野県望月高等学校）
　7日（土）子どもの哲学の校内実践研究会（教育関係者限定）
　8日（日）「学校」をめぐる哲学対話

7月 12日（土）　都立墨田川高校
　哲学対話授業「分からないことを増やそう！」
　　講師：梶谷真司（UTCP）
　　協力：一般社団法人 子どもの成長と環境を考える会（白井一郎）

7月 17日（木）　東京都市大学付属高校
　哲学対話授業「分からないことを増やそう！」
　　講師：梶谷真司
　　協力：一般社団法人 子どもの成長と環境を考える会（白井一郎）

7月 18日（金）～20日（日）　阿蘇各地
　「世界農業遺産」意見交換会
　　企画：大津愛梨（O2Farm・NPO法人九州バイオマスフォーラム）
　　進行・協力：梶谷真司・佐藤麻貴・江口建（UTCP）
　　協力：UTCP、総合地球環境学研究所 FS研究「ローカル・スタンダードによる地域社会再生

の実践と風土論の再構築」（代表：梶谷真司）
　18日（金）南小国町自然休養村管理センター
　19日（土）産山村役場／南阿蘇村役場久木野庁舎
　20日（日）高森町　阿蘇国立公園ビジターセンター

7月 30日（水）・31日（木）国立オリンピック記念青少年総合センター、東京大学駒場キャンパ
ス
　高校生のための哲学サマーキャンプ
　　講師：北垣宗治（同志社大学名誉教授）、林貴啓（立命館大学）、梶谷真司（UTCP）
　　主催：上廣倫理財団／協力：UTCP

9月 9日（火）　東京都港区赤坂ミッドタウン・タワー
　「共に問い、共に考える～対話としての哲学」
　　講演・進行：梶谷真司・神戸和佳子（UTCP）
　　主催：スルガ銀行　d-labo

9月 25日（木）・26日（金）　宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校　フォレストピア学びの森
　哲学対話授業 in 五ヶ瀬中等教育学校
　　進行：梶谷真司・江口建・小村優太・神戸和佳子・宮田舞（UTCP）
　　協力：UTCP
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10月 5日（日）　小金井市公民館貫井北分館
　「みんなで哲学　なんでもてつがく」～第 1 回「絵本でてつがく」
　　企画・運営：中川知美／助っ人：梶谷真司・小村優太（UTCP）
　　主催：小金井市公民館　市民がつくる自主講座

10月 13日（月）　東京大学駒場キャンパス
　　UTCP L2× L3合同企画　哲学ドラマ ワークショップ
　「愛すること　愛されること：『恋愛』の当事者研究
　 ～演劇という『空想』を通して『恋愛』を哲学する～」
　　第 1部
　　企画：松山（福士）侑生（つくば国際大学）
　　演出・出演：大谷賢治郎（国際児童青少年演劇協会理事）、土井真波（劇団銅鑼）
　　第 2部　フォーラムダイアローグ
　　パネリスト：石原孝二・梶谷真司（UTCP）、向谷地生良（北海道医療大学）、水谷みつる

（こまば当事者研究会）、花崎攝（企業組合演劇デザインギルド）、松山侑生、大谷賢治
郎、土井真波

10月 26日（日）　小金井市公民館貫井北分館
　「みんなで哲学　なんでもてつがく」～第 2 回「子どもによる子育て相談室」
　　企画・運営：中川知美／助っ人：梶谷真司・神戸和佳子（UTCP）
　　主催：小金井市公民館　市民がつくる自主講座

11月 16日（日）　小金井市上之原会館
　「みんなで哲学　なんでもてつがく」～第 3 回「商店街へ行こう！」
　　企画・運営：中川知美／助っ人：梶谷真司・小村優太・神戸和佳子（UTCP）
　　主催：小金井市公民館　市民がつくる自主講座

11月 22日（土）～24日（月）　東京大学駒場キャンパス
　こまば哲学カフェ
　　主催：P4E研究会／協力：NPO法人こども哲学おとな哲学アーダコーダ
　22日（土）
　　「環境をめぐる哲学対話」（佐藤麻貴・宮田舞）
　　「キュン♡ コスプレだらけの対話大会！　～恋がはじまる音がした」（松山侑生・小林実可

子・山村洋・原田亮）
　　「さらば我が愛！　～終わってしまう愛をめぐる哲学対話」（梶谷真司）
　23日（日）
　　「『沖縄』をめぐる哲学対話」（神戸和佳子）
　　「SFと性：男×女× ??」（小村優太・稲原美苗）
　　「頭がいいってどういうこと？」～東大生の素朴なギモン（李伽倻・河合隼雄・新谷陽一）
　24日（月）
　　「しかくさんかくまる」（川辺洋平）
　　「落語×哲学カフェ」（土屋陽介／落語：くちばしやきいろ）

12月 21日（土）　JICA横浜
　「世界の入り口に立とう～とびだせ！　高校生 2014」
　　講師・進行：梶谷真司（UTCP）
　　主催：かなざわ国際交流財団（KIF）　共催：湘南国際村学術研究センター
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2015 年
1月 20日（火）　文京区立誠之小学校
　小学校での哲学対話授業
　　進行：梶谷真司・神戸和佳子・安部高太朗（UTCP）

1月 25日（日）　小金井市公民館貫井北分館
　みんなでトーク「私らしい生き方って？」
　　企画・運営：中川知美／進行：神戸和佳子（UTCP）
　　主催：小金井市公民館　市民がつくる自主講座

2月 15日（日）　総合地球環境学研究所
　「哲学対話で地球環境学」
　　企画：熊澤輝一（総合地球環境学研究所）
　　講師・進行：梶谷真司（UTCP）「対話としての哲学」
　　主催：総合地球環境学研究所／協力：同研究所 FS研究「ローカル・スタンダードによる地

域社会再生の実践と風土論の再構築」（代表：梶谷真司）

2月 26日（木）　百草団地ふれあいサロン
　百草団地哲学対話「みんなで哲学」
　　企画：森玲奈（帝京大学）
　　進行：梶谷真司（UTCP）
　　主催：〈ラーニングフルエイジング〉プロジェクト～超高齢社会における学びの可能性（代

表：森玲奈）

3月 25日（水）・26日（木）　浦河町総合文化会館アートホール
　「べてる発さいはひ行　銀河鉄道の夜の旅
　 ～喪失と幸福をめぐる哲学ドラマワークショップ in べてるの家」
　　企画・出演：松山侑生・水谷みつる（こまば当事者研究会）、大谷賢二郎・古舘一也

（campany ma）、庄崎真知子（劇団銅鑼）、梶谷真司（UTCP）
　　主催：UTCP（L2・L3コラボ企画）／共催：こまば当事者研究会・company ma
　　協力：社会福祉法人　べてるの家

3月 28日（土）　東京大学駒場キャンパス
　こどものための哲学対話～ Philosophy for Children
　　進行：梶谷真司（UTCP）、川辺洋平（アーダコーダ）
　　主催：UTCP／共催：NPO法人こども哲学おとな哲学アーダコーダ

4月 24日（金）　東京大学駒場キャンパス
　哲学プラクティスワークショップ
　　講師：ヴィクトリア・チェルネンコ（ロシア）
　　主催：東大 GSPプログラム／協力：UTCP

4月 25日（土）　東京大学駒場キャンパス
　〈シリーズ〉こどものための哲学対話～ Philosophy for Children　第 1 回
　　進行：川辺洋平（アーダコーダ代表）
　　主催：NPO法人こども哲学おとな哲学アーダコーダ／協力：UTCP
　　＊第 2回：5月 23日、第 3回：6月 27日、第 4回：7月 25日、第 5回：8月 22日
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5月 31日（日）　小平市中央公民館
　「今日、何食べる？　～食にまつわる哲学カフェ～」
　　企画・運営：尾﨑絢子／進行：神戸和佳子
　　主催：はなこ哲学カフェ　いどばたのいどほり（代表：尾﨑絢子）

6月 7日（日）　東京大学駒場キャンパス
　「Science & Philosophy Café ～『科学と哲学と社会』をめぐる哲学対話」
　　講師：高梨直紘（東大 EMP・天プラ）
　　　 「天文学と社会の楽しい関係」
　　横山広美（東京大学）
　　　 「科学はどこまで巨大化できる？　～大きな装置を使う科学の悩み」
　　大木聖子（慶應義塾大学）
　　　 「いつか必ず起こる大地震から命を守るために～地震の科学の限界を乗り越える」
　　進行：梶谷真司、阿部ふく子、安部高太朗（UTCP）／主催：UTCP

6月 18日（木）　都立田園調布高校
　哲学対話授業「分からないことを増やそう！」
　　講師：梶谷真司（UTCP）
　　協力：一般社団法人 子どもの成長と環境を考える会（白井一郎）

6月 27日（土）　東京大学駒場キャンパス
　P4C × UTCP　哲学教育ワークショップ
　　講師：Benjamin Lukey他、ハワイ大学上廣アカデミーのメンバー
　　主催：UTCP／協力：ハワイ大学 Uehio Academy

7月 12日（日）　東京大学駒場キャンパス
　「こまば発さいはひ行　銀河鉄道の夜の旅
　 ～アナタのものがたりをつむぐ哲学ドラマワークショップ in UTCP」
　　主催：UTCP（L2・L3コラボ企画）／共催：こまば当事者研究会・company ma
　　企画・出演：松山侑生・水谷みつる（こまば当事者研究会）、大谷賢二郎・古舘一也

（campany ma）、庄崎真知子（劇団銅鑼）

7月 15日（水）　東京大学駒場キャンパス
　「哲学は部活だぁ！　～学校で哲学するということ」
　　進行：梶谷真司（UTCP）／主催：UTCP

7月 31日（金）・8月 1日（土）　国立オリンピック記念青少年総合センター、東京大学駒場キャ
ンパス
　高校生のための哲学サマーキャンプ
　　講師：北垣宗治（同志社大学名誉教授）、林貴啓（立命館大学）、梶谷真司（UTCP）
　　主催：上廣倫理財団／協力：UTCP

8月 2日（日）　東京大学駒場キャンパス
　「The Future Talk　未来をつくる哲学対話　〈1〉」
　　企画：土屋陽介（開智高校非常勤講師・立教大学兼任講師）・菅拓哉（開智中学）
　　主催：UTCP
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8月 5日（水）　百草団地ふれあいサロン
　百草団地哲学対話「みんなで哲学」
　　企画：森玲奈（帝京大学）／進行：梶谷真司（UTCP）
　　主催：〈ラーニングフルエイジング〉プロジェクト～超高齢社会における学びの可能性（代

表：森玲奈）

8月 6日（木）　毎日新聞社
　第 4 回毎小てつがくカフェ～「好き」「嫌い」を哲学しよう
　　進行：河野哲也（立教大学）、土屋陽介（茨木大学）、村瀬智之（東京工業高等専門学校）、

神戸和佳子（UTCP）
　　主催：毎日小学生新聞

8月 20日（木）　朽木ふれあいセンター
　「コミュニケーションの力をのばす～『哲学対話』ってなんだろう？」
　　講師：梶谷真司（UTCP）
　　主催：たかしま市民協働交流センター（企画：坂下靖子）
　　協力：総合地球環境学研究所 FSプロジェクト「ローカルスタンダードとは何か？」（代表：

梶谷真司）

8月 24日（月）　東京大学駒場キャンパス
　哲学教育レクチャー＆ワークショップ
　　講師：ホセ・バリエントス―ラストロホ（スペイン・セビリア大学）
　　主催：UTCP

9月 10日（木）・11日（金）　宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校　フォレストピア学びの森
　哲学対話授業 in 五ヶ瀬中等教育学校
　　進行：梶谷真司・阿部ふく子・安部高太朗（UTCP）、横井綾香（東京大学大学院修士課程）
　　協力：UTCP

9月 27日（土）　渋谷ヒカリエ B2　Paul Bassett
　「てつがく朝カフェ」
　　企画：森智子／進行：梶谷真司（UTCP）

10月 3日（土）　東京大学駒場キャンパス
　「てつがくってサークルだよね！」
　　進行：梶谷真司（UTCP）／主催：UTCP

10月 1日（木）　東京大学駒場キャンパス
　哲学対話授業「分からないことを増やそう！」
　　講師：梶谷真司（UTCP）
　　協力：一般社団法人 子どもの成長と環境を考える会（白井一郎）

10月 6日（火）・20日（火）　高島市立朽木中学校
　「朽木中学生とみんなで話そう」
　　進行：梶谷真司・阿部ふく子・江口建（UTCP）
　　主催：たかしま市民協働交流センター
　　協力：総合地球環境学研究所 FSプロジェクト「ローカルスタンダードとは何か？」（代表：

梶谷真司）
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10月 23日（金）　二子玉川ライズタワー＆レジデンス
　哲学カフェ× MPP：話して聴いて考えてみる時間（英語哲学カフェ）
　　企画：高柳謙（MPP）、川原真紀子（ONE‐ yourbooster）
　　進行：神戸和佳子・小村優太・安部高太朗（UTCP）
　　主催：英語勉強コミュニティMPP (Majide Perapera Project)

10月 24日（土）　渋谷ヒカリエ B2　Paul Bassett
　「てつがく朝カフェ」
　　企画：森智子／進行：梶谷真司（UTCP）

10月 24日（土）　東京大学駒場キャンパス
　P4E ワークショップ「外国人が日本で生きるってどういうこと？　―グローバル時代における

共生を問う＠東大・対話イベント」
　　企画：佐藤空（UTCP）／主催：UTCP

11月 21日（土）～23日（月）　東京大学駒場キャンパス
　こまば哲学カフェ
　　主催：P4E研究会／協力：上智大学哲学対話研究会ディアロゴス、立教大学 St. Paul’s Agora
　21日（土）
　　「せっかくコミュニティボールを作るんだから、キレイに作ろう！」（山村洋）
　　「モノのみかたの哲学・モノのみかたは哲学？」（山村洋）
　　「『記念日』をめぐる哲学対話～愛・誕生、記憶・忘却」（上智大学哲学対話研究会（ディア

ロゴス）、代表者：堀越耀介）
　　15:30～17:30　「目隠し対話　～恋は盲目？　恋に終わりはあるの？」（豊昌樹・川口茜）
　22日（日）
　　「出張 !!　SPA」（立教大学 St. Paul’s Agora、代表者：廣畑光希）
　　「開智学園ありとぷら」（開智学園中学・高等学校）
　　「Death Café こまば」（水谷みつる）
　23日（月）
　　「子どもの／で哲学」（安部高太朗）
　　「におって、話そう」（古賀裕也）
　　「てつたん！　～哲学対話×短歌のこころみ～」（廣川千瑛）

11月 27日（金）　東京大学駒場キャンパス
　哲学対話授業「分からないことを増やそう！」
　　講師：梶谷真司（UTCP）
　　参加：東京都市大学付属高校
　　協力：一般社団法人 子どもの成長と環境を考える会（白井一郎）

12月 6日（日）　東京大学駒場キャンパス
　P4Eワークショップ「わかりあえないってどういうこと？ ～産む/生まれるをめぐる哲学対話」
　　講師：石川勇介（株式会社ファミワン）
　　　 「産む /生まれるに関わる～『わかりあえなさ』について」
　　企画：宮田舞／主催：UTCP

12月 17日（木）　東京大学駒場キャンパス
　哲学対話授業「分からないことを増やそう！」
　　講師：梶谷真司（UTCP）
　　参加者：田園調布高校
　　協力：一般社団法人 子どもの成長と環境を考える会（白井一郎）
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12月 18日（金）　都立墨田川高校
　哲学対話授業「分からないことを増やそう！」
　　講師：梶谷真司（UTCP）
　　協力：一般社団法人 子どもの成長と環境を考える会（白井一郎）

12月 19日（土）　東京大学駒場キャンパス
　「学校そもそも×東京大学 UTCP in 駒場」
　　講師：梶谷真司（UTCP）
　　協力：一般社団法人 子どもの成長と環境を考える会（白井一郎）

12月 20日（日）　東京大学駒場キャンパス
　P4E ワークショップ「ラーニングフルエイジング～超高齢社会における学びの可能性」
　　企画・進行：梶谷真司（UTCP）
　　講演：森玲奈（帝京大学）
　　　 「多世代共創に向けた対話実践の可能性」
　　講演：丸山朋子・山口あつ子・福田照子（百草団地ふれあいサロン）
　　　 「ネットワークで育ちあう！　ただいま団地は成長期」
　　コメント：井尻貴子（NPO法人こども哲学おとな哲学アーダコーダ）
　　主催：UTCP／共催：JST-RISTEX研究開発プロジェクト「多世代で共に創る学習プログラム

開発の検討」（代表：森玲奈）
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著者紹介（50音順）

安部高太朗（あべ こうたろう）　東京大学大学院教育学研究科博士課程
　UTCPの RA研究員として哲学対話イベントに関わるようになる。最近は、こまば哲学カフェ
の「子どもの／で哲学」を企画するなど、実践にも興味を持っている。

阿部ふく子（あべ ふくこ）　東京大学共生のための国際哲学研究センター（UTCP）特任研究員
　大学で哲学の授業をするようになってから哲学教育に関心をもち、P4Eに出会う。哲学対話が
いろんな世代や立場を越えて実践されることを願っている。

井尻貴子（いじり たかこ）　NPO法人こども哲学おとな哲学アーダコーダ理事
　NPO法人多様性と境界に関する対話と表現の研究所研究員。哲学対話、アートプロジェクト
の企画運営を行う。多様な人が「ともに生きるということ」について探究している。

稲原美苗（いなはら みなえ）　大阪大学大学院文学研究科助教
　障害のある子どもをもつ母親のための哲学対話や SFアニメ作品を使った哲学対話を開催し、
人間の脆弱性や自己変容などについて参加者とともに探究している。

江口　建（えぐち たける）　東京大学多文化共生・統合人間学プログラム特任研究員
　生涯、どのような形であれ「哲学」に関わってゆけたら嬉しいと考えている。自分で問いを発
見し、自分の頭でそれについて考える教育を目ざしている。

大木聖子（おおき さとこ）　慶應義塾大学環境情報学部准教授
　哲学とは何かを説明するよりも哲学してもらうことにした、という哲学対話の防災版、地震と
は何かを説明するよりも対策してもらうことにした、を模索中。

大谷賢治郎（おおたに けんじろう）　演出家・劇団「間」主催
　児童青少年演劇から大人のための演劇まで多様性ある作品を演出。文化庁事業、東京国立博物
館などで小中学生対象の演劇ワークショップを行なう。

大津愛梨（おおつ えり）　NPO法人田舎のヒロインズ理事長
　夫の郷里である南阿蘇村で無農薬のお米を栽培・産直しながら、全国の女性農家を中心とした
ネットワークの理事長を勤める 4児の母。

尾﨑絢子（おざき あやこ）　主婦・2児の母・はなこ哲学カフェ代表
　小平市・花小金井を中心に、主に乳幼児を持つお母さんのための哲学カフェを開催しています。

影山知明（かげやま ともあき）　クルミドコーヒー 店主
　「話すより聞く」、「違いを楽しむ」の哲学対話の基本が、組織づくりや、お店としてのお客さ
んとの関係づくりにもまさに大事だと感じる今日この頃です。
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梶谷真司（かじたに しんじ）　東京大学大学院総合文化研究科教授
　哲学対話は自由を実現する場だと思う。それは学校にとっても社会にとっても、創造的である
と同時に破壊的でもあり、言い換えれば、“癒しの劇薬”なのだ。

河合隼雄（かわい はやお）　東京大学大学院総合文化研究科修士課程
　「高校生のための哲学サマーキャンプ」のスタッフをやったのをきっかけに、時々 P4E研究会
に参加させていただくようになりました。

川辺洋平（かわべ ようへい）　NPO法人アーダコーダ代表理事
　2013年から幼児と哲学対話に取り組み、2014年 NPO法人を設立。現在は哲学対話の素材開発
や番組制作、進行役育成に取り組んでいる。

神戸和佳子（ごうど わかこ）　東京大学大学院教育学研究科博士課程
　2013・14年度、UTCPリサーチアシスタントとして哲学実践を行う。現在、東洋大学京北中学
高等学校を中心に、哲学のある学校づくりに取り組んでいる。

河野哲也（こうの てつや）　立教大学文学部教育学科教授
　大学で行っていた対話型の講義をだんだん年齢を下げていき、小学校はもちろん、いまや幼稚
園・保育園児と対話しています。専門を最もラディカルに見直せます。

古賀裕也（こが ゆうや）　浦和明の星女子中学・高等学校ほか非常勤講師
　高校では「倫理」を担当し、P4C（哲学対話）形式の実践は稀。受験を邪魔しないように、ひ
そかに対話的土壌作りにいそしむ。当面の野望は「りんり部」結成。

小村優太（こむら ゆうた）　東京大学多文化共生・統合人間学プログラム特任研究員
　中世アラビア語哲学を専門とするが、哲学対話においては SFを題材としたものを好む。さい
きんは哲学的知識と対話の融合を模索中。

榮　真由（さかえ まゆ）　関西クリスチャンスクール（高校 3年）
　自分の考えを言葉にしながら整理し、お互いの意見を聞きながら新しい発見を探すのが哲学対
話だと思います。私にとって学ぶのに最適なツールです。

榊原健太郎（さかきばら けんたろう）　帝京科学大学教員・UTCP研究協力者
　大学では授業に哲学対話を導入しつつ、同僚の先生と評価方法の研究をしています。大学所在
地の自治体と連携し、対話を軸に様々な子供向けのイベントを行っています。

佐藤麻貴（さとう まき）　東京大学大学院総合文化研究科博士課程
　哲学対話とは、対話を通した知的探究であり、他者と共に創造する学び合いの場だと思う。将
来は環境哲学、自然教育の場に哲学対話を応用していきたい。
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高梨直紘（たかなし なおひろ）　東京大学 EMP特任准教授・「天プラ」代表
　得意技は楽しい妄想と、それを力業で実現させること。天文学をベースに世界をどう俯瞰でき
るのか、興味を持って活動しています。

土屋陽介（つちや ようすけ）　立教大学兼任講師
　週の半分は中学校で子どもの哲学を実践している。開智中学・高等学校が拠点。最近は特に
「学校」という場の中で哲学することの固有の意義について考えている。

豊　昌樹（とよ まさき）　出版編集・グラフィックデザイナーなど
　交流とは？を追究し続けています。集団内外への客観視、内輪と疎外感、言語以外で身体表現
やアートでの対話、複数の居場所づくり、所得差を超えての継続交流等。

豊田光世（とよだ みつよ）　新潟大学 朱鷺 ･自然再生学研究センター准教授
　子どもから高齢者まで、さまざまな立場の人びとの声を生かして持続可能な社会を構築してい
くために、対話と合意形成の実践を通した環境社会研究を行っています。

中川知美（なかがわ ともみ）　2児の母。「みんなで哲学 なんでもてつがく」代表
　おてんば娘たちの育児に奮闘する傍ら、女優としても活躍中。東京都小金井市を中心に、これ
からも哲学対話を続けていく予定。

中川雅道（なかがわ まさみち）　神戸大学附属中等教育学校教諭
　考える場を学校に作れないかと模索していたときに P4Cに出会う。P4Cで学校に革命を起こせ
ないかどうか、そんなことばかり考えている。

早川克美（はやかわ かつみ）　京都造形芸術大学芸術学部芸術教養学科准教授 学科長
　哲学とデザインの違いはデザインが具体的な「生活」という現実世界の形成を対象としている
ことだろうか。二つを連携させることで生まれる対話の場に期待したい。

廣井　泉（ひろい いずみ）　カフェフィロ正会員、事務局スタッフ
　社会に活きる哲学の実践として、思考を「力」に変える「女性のためのてつがくカフェ」の
他、先人の知をヒントに考える場「テツドク！」を企画・運営しています。

松山侑生（まつやま ゆうき）
　哲学的探求によるケアに強く関心をもち、多様なフェーズで活かす方法として、哲学対話と障
害の当事者研究を演劇で繋ぐ「哲学ドラマ」を研究、実施している。

水谷みつる（みずたに みつる）　こまば当事者研究会
　2011年頃より当事者研究に携わる。かつて美術館学芸員としてワークショップ等を企画して
いた経験を活かし、哲学ドラマの企画にかかわる。
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水田　陸（みずた りく）　灘高等学校 3年
　人それぞれ価値観は異なる。従って既存の哲学にとどまらず、誰しも道を拓き得る。その門戸
は広いが、人々を門前にいざなうこと、これこそ哲学対話の役目だと思う。

村瀬智之（むらせ ともゆき）　東京工業高等専門学校一般教育科准教授
　学校という場での哲学対話・哲学教育に興味を持ち、実践や研究を行っている。哲学には独特
の（特別な？）教育的意義があるのではないかと疑っている。

森　玲奈（もり れいな）　帝京大学高等教育開発センター講師
　学び続ける人とそれを包み込む社会に関心を持ち、ワークショップ・カフェイベント・問題解
決型授業の研究を中心に、生涯学習に関する研究と実践を続けている。

山村　洋（やまむら ひろし）　ドレスメーカー・デザイナー・文化学園大学非常勤講師
　哲学は専門ではなく、哲学対話と大学講師の出会いは、全く関連性のない偶然の出来事です
が、モノつくりの授業などに、積極的に活用しています。

横山広美（よこやま ひろみ）　東京大学大学院理学系研究科准教授 広報室副室長
　現代科学論・科学コミュニケーション分野を専門に研究・教育を行いながら、科学の情報発信
をいろいろな形で行っています。哲学対話は初めての参加でした。

綿内真由美（わたうち まゆみ）　長野県屋代高等学校・附属中学校教諭
　哲学対話は、私にとっての喜びです。高校生がお互いにもっと、歌うように言葉を交わせる場
をつくれたらいいなと思っています。

李　伽倻（り かや）　igsZ (Institution for a Global Society× Z-kai)　Academic Coach

　哲学対話の手法を用いて英語でのディスカッションの授業を 2013年から行っています。哲学
対話を通し生徒から色々と学びながらカリキュラム開発にも携わっています。
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